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■
5
月
６
日
、
英
国
で
約
70
年
ぶ
り
に
戴
冠

式
が
行
わ
れ
た
。
前
年
の
9
月
８
日
に
、
母

で
あ
り
、
英
王
室
史
上
最
長
の
在
位
期
間
を

記
録
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
の
逝
去
を
受
け

て
即
位
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
３
世
が
、
英
国
内

外
に
向
け
て
、
英
国
君
主
で
あ
る
こ
と
を
広

く
知
ら
し
め
る
た
め
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
。
こ
の
壮
麗
な
儀
式
の
舞
台
と
な
っ
た
の

が
、
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺

院
だ
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
３
世
は
こ
こ
で
戴
冠
し

た
40
人
目
の
君
主
と
な
っ
た
の
だ
が
、
同
寺

院
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
が
戴
冠
し
た
場
所

で
も
あ
る
。
今
号
と
次
号
で
は
、
現
在
の
英

王
室
の
祖
と
さ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
に
つ

い
て
お
届
け
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

  

も
と
を
た
ど
れ
ば
親
類
縁
者

　

１
０
６
６
年
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
戦

い
で
勝
利
を
お
さ
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を

『
征
服
』
し
た
こ
と
か
ら
、「
征
服
王
ウ
ィ
リ

ア
ムW

illiam
 the Conqueror

」
と
呼
ば

れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
。
今
回
、
同
王
の
生

涯
、
そ
し
て
彼
が
果
た
し
た
役
割
を
振
り
返

る
に
あ
た
り
、
ひ
と
つ
の
疑
問
が
筆
者
の
頭

か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

　
「
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
見
る
と
、

（
ノ
ル
マ
ン
人
と
い
う
）
よ
そ
者
で
あ
っ
た
は

ず
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
よ
る
『
征
服
』
が
、
屈

辱
的
な
出
来
事
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
の
は
、
な
ぜ
か
」

　

ま
ず
、
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
ノ
ル
マ
ン
人
と
、
そ
の
頃
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
大
部
分
を
掌
握
し
て
い
た
ア
ン

グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
「
血
縁
関
係
」
だ
。

現
在
の
ブ
リ
テ
ン
島
は
、
名
前
か
ら
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
ケ
ル
ト
系
ブ
リ

ト
ン
人
が
約
３
分
の
２
を
占
有
。
北
部
は
ケ

ル
ト
系
ピ
ク
ト
人
、
後
に
は
同
じ
く
ケ
ル
ト

系
の
ス
コ
ッ
ト
人
の
勢
力
下
に
は
い
っ
て
い

た
。
５
世
紀
前
半
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
弱
体

化
に
と
も
な
い
、
約
５
０
０
年
に
わ
た
る
植

民
地
支
配
を
放
棄
し
、
ロ
ー
マ
人
が
撤
退
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
が
始
ま
っ
た
。

　

西
北
ド
イ
ツ
が
原
住
地
と
さ
れ
る
ゲ
ル
マ

ン
民
族
は
、
金
髪
碧
眼
、
白
い
肌
、
長
身
な

ど
の
身
体
的
特
徴
を
そ
な
え
、
ア
ン
グ
ル
族
、

ウィリアム１世
前編
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ベ
ル
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
「
投
入
」
す
る
な
ど
、

し
た
た
か
な
対
応
ぶ
り
を
し
ば
し
ば
示
し
て

い
る
。

　

加
え
て
、
ノ
ル
マ
ン
人
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ

ク
ソ
ン
世
界
で
築
か
れ
た
、
統
治
上
の
優
れ

た
仕
組
み
や
構
造
を
進
ん
で
採
用
。
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
も
フ
ラ
ン
ス
仕
込
み
の
洗

練
さ
れ
た
文
化
か
ら
得
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
、

お
互
い
に
相
手
の
文
化
を
否
定
す
る
ど
こ
ろ

か
、
長
所
は
吸
収
す
る
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん

だ
と
こ
ろ
も
両
者
の
共
通
点
と
い
え
る
。

　

人
種
、
宗
教
、
言
語
、
思
考
方
法
、
生
活

習
慣
な
ど
を
含
む｢

相
違
点｣

が
国
同
士
、

あ
る
い
は
民
族
間
の
紛
争
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
現
在
の
国
際
社
会
を
思
う
に
つ
け
、『
征

服
』
が
ノ
ル
マ
ン
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
は
、
そ
の
後
の
英
国
史
を
方
向
づ
け
る
う

え
で
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

  

キ
ン
グ
の
座
を
手
に
入
れ
た
私
生
児

　

  

―
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
の
生
涯

１　

洗
濯
場
で
生
ま
れ
た
恋

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
は
１
０
２
７
年
（
ま
た
は

１
０
２
８
年
）
に
生
ま
れ
た
。
父
は
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
公
爵
ロ
ベ
ー
ル
１
世
（Robert

／

サ
ク
ソ
ン
族
、
ジ
ュ
ー
ト
族
な
ど
か
ら
な
っ

た
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
に
わ
た
り
、
デ
ー
ン

人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン

グ
た
ち
も
ゲ
ル
マ
ン
系
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ

イ
キ
ン
グ
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
北
部
に
渡
り
、

「N
orm
annorum

＝the m
en from

 the 
north

＝
ノ
ル
マ
ン
人
」
と
名
づ
け
ら
れ
た

人
々
も
や
は
り
ゲ
ル
マ
ン
系
だ
っ
た
の
だ
。

　

５
〜
６
世
紀
に
か
け
、
大
挙
し
て
ブ
リ
テ

ン
島
に
押
し
寄
せ
て
先
住
ブ
リ
ト
ン
人
を
駆

逐
、「
ア
ン
グ
ル
人
の
地
＝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」

の
地
名
を
定
着
さ
せ
る
に
至
っ
た
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
た
ち
と
、
ノ
ル
マ
ン
人
た

ち
は
も
と
を
た
ど
れ
ば
「
親
戚
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
身
体
的

特
徴
に
も
似
た
と
こ

ろ
が
多
か
っ
た
の
だ
。

　

ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

ズ
の
戦
い
の
後
、
ノ

ル
マ
ン
人
と
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の

混
血
が
進
み
、
わ
ず

か
百
年
ほ
ど
の
間
に

は
、
誰
が
ノ
ル
マ
ン

人
の
子
孫
で
誰
が
ア

ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

人
の
子
孫
か
わ
か
ら

な
い
ほ
ど
に
な
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
が
、

ル
マ
ン
人
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
支
配
が
か

な
り
の
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
し
た
も
う
ひ
と
つ

の
理
由
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
、
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
社
会
の
双
方
に
、
合
理
性
重

視
の
柔
軟
さ
が
あ
っ
た
点
を
加
え
て
も
良
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

異
民
族
が
侵
入
し
て
き
た
場
合
、
異
な
る

宗
教
、
異
な
る
言
語
、
異
な
る
生
活
習
慣
、

異
な
る
身
体
的
特
徴
な
ど
、「
異
な
る
」
部
分

に
拒
否
反
応
が
起
こ
る
の
が
一
般
的
。
し
か

し
、
ノ
ル
マ
ン
人
と
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

人
の
場
合
、
ま
ず
は
前
述
の
よ
う
に
身
体
的

特
徴
に
そ
こ
ま
で
の
差
異
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
宗
教
面
で
も
、
双
方
と
も
に
カ
ト

リ
ッ
ク
で
、
こ
の
点
で
も
摩
擦
は
少
な
か
っ

た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
自
然

崇
拝
的
多
神
教
を
奉
じ
て
い
た
ア
ン
グ
ロ
・

サ
ク
ソ
ン
人
た
ち
だ
が
、
６
世
紀
ご
ろ
よ
り

大
陸
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
修
道
士
ら
が
渡

英
し
て
布
教
、
９
世
紀
初
め
ご
ろ
ま
で
に
は

カ
ト
リ
ッ
ク
が
広
く
浸
透
す
る
に
至
っ
て
い

た
。
一
方
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
一
派
が
10
世

紀
初
め
に
フ
ラ
ン
ス
北
部
に
渡
来
し
た
際
の

指
導
者
、
ロ
ロ
（Rollo

）
の
ひ
孫
で
あ
る
リ

シ
ャ
ー
ル
（Richard

）
２
世
の
代
に
、
ノ

ル
マ
ン
人
も
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
い
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
は
こ
の
リ
シ
ャ
ー
ル
２
世

の
孫
に
あ
た
る
。

　

さ
ら
に
、
リ
シ
ャ
ー
ル
２
世
時
代

に
「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
爵
」
の
タ
イ

ト
ル
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
を
受
け
、
ノ
ル
マ
ン
人
た
ち
は
フ

ラ
ン
ス
語
を
話
し
、
フ
ラ
ン
ス
式
作

法
を
熱
心
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
。

一
方
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
支
配
下
に

置
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
は
英
語
を

習
得
し
よ
う
と
試
み
た
ほ
ど
で
、
ノ

ル
マ
ン
人
は
も
と
も
と
か
な
り
柔
軟

な
人
々
だ
っ
た
と
見
え
る
。

　

柔
軟
性
と
い
え
ば
、
英
王
室
そ

の
も
の
も
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
王
室
と
婚

姻
関
係
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
必
要

と
あ
ら
ば
、
オ
レ
ン
ジ
公
ウ
ィ
リ
ア

ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
選

帝
侯
（
ド
イ
ツ
）
と
い
っ
た
、
血
縁

関
係
に
あ
っ
た
外
国
人
を
、
国
王
レ
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混
血
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
だ
と
い
う
の
も

納
得
が
い
く
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
、

お
よ
び
ノ
ル
マ
ン
人
か
ら
の
支
配
に
抵
抗
し
、

数
百
年
を
経
た
今
で
も
で
き
れ
ば
独
立
し
た

い
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い
る
、
と
も
に
ケ
ル

ト
系
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

人
の
反
応
と
は
対
照
的
だ
っ
た
と
い
え
る
。

  

考
え
方
も
似
た
も
の
同
士
？

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
も
、
も
ち
ろ
ん
無
血
で

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
支
配
を
可
能
に
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
10
数
年
に
わ
た
っ
て
ア
ン
グ
ロ
・

サ
ク
ソ
ン
系

有
力
者
ら
に

よ
る
抵
抗
を

武
力
で
も
っ

て
鎮
め
ね
ば

な
ら
な
か
っ

た
。
し
か

し
、
世
界
史

全
般
を
見
れ

ば
、
10
数
年

な
ど
、「
超
」

が
つ
く
ぐ
ら

い
短
い
。
そ

れ
ほ
ど
の
短

期
間
で
、
ノ

1066 年当時のイングランドおよびノルマンディの地図。青い航路は、ウィリア
ム１世の遠征路を示す。

ウィリアム１世の生まれ故郷、ファレーズにある城への門。ファレーズはノルマン
ディの中心的都市のひとつ、カン（Caen）からバスで１時間ほど。このファレーズ
城と、ウィリアム１世像があるほかは、とりたてて見所のない普通の町だ。

ウィリアム１世は大規模建築を次々と建てた。ロンドン塔
のホワイト・タワー＝写真＝もそのひとつ。ウィリアム１
世が着工を命じ、彼が逝去してから約 10 年後に完成したと
いわれている。イングランドに教会建築以外の大型建造物
が造られたのは、ローマ人が去ってから実に約 600 年ぶり
のことだったという。
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Rollo (当主 911-32)
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英ノルマンディ公爵家 サーディック王家
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宣
言
。
激
怒
し
た
ウ
ィ
リ

ア
ム
は
無
理
や
り
マ
チ
ル

ダ
と
結
婚
。
２
人
の
門
出

は
決
し
て
穏
や
か
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
大
男
の
夫
に
小
柄

な
妻
と
い
う
、
こ
の
凹
凸

カ
ッ
プ
ル
の
結
婚
生
活
は

比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
と

さ
れ
、
少
な
く
と
も
４
人

の
息
子
と
５
人
の
娘
が
生

ま
れ
た
。

　

な
お
、
マ
チ
ル
ダ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
遠
縁

に
あ
た
り
、
そ
の
頃
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
許
さ

れ
て
い
た
範
疇
よ
り
、
２
人
の
血
の
つ
な
が

り
は
わ
ず
か
に
濃
か
っ
た
た
め
教
皇
か
ら
破

門
さ
れ
て
し
ま
う
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
都
市

カ
ン
（Caen

）
に
男
子
修
道
院
と
女
子
修

道
院
を
建
て
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
２

人
は
教
皇
の
許
し
を
得
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

結
婚
か
ら
10
年
近
く
も
経
っ
て
か
ら
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

マ
チ
ル
ダ
が
絶
世
の
美
女
だ
っ
た
と
い
う

よ
う
な
記
述
は
、
史
実
に
見
当
た
ら

な
い
よ
う
だ
が
、
マ
チ
ル
ダ
に
の
の

し
ら
れ
て
も
、
教
皇
に
反
対
さ
れ
て

も
、
結
婚
の
意
志
を
曲
げ
な
か
っ
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
。
障
害
が
多
い
ほ
ど
パ

ワ
ー
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
と

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
長
所
は
、
ヘ

イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
戦
い
で
も
存
分

に
発
揮
さ
れ
る
。

４　

た
ち
は
だ
か
る
懺
悔
王
の
義
弟

　

１
０
５
１
年
、
20
代
半
ば
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
訪
問
。

時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
は
信
心
深

い
こ
と
か
ら
「
懺
悔
王
」
の
異
名

を
と
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た

（Edw
ard the Confessor

／
在
位

１
０
４
２
〜
66
）。

　

エ
ド
ワ
ー
ド
の
母
は
、
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
公
爵
家
出
身
で
、
リ
シ
ャ
ー
ル

２
世
の
妹
、
エ
マ
。
余
談
な
が
ら
、

こ
の
エ
マ
も
実
に
波
乱
に
富
ん
だ
人

生
を
送
っ
た
。

　

エ
マ
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
王
の
中
で
最
も
名
高
い
ア
ル
フ

エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
の
旅
の
途
中
で
急
逝
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ベ
ー
ル
１
世
は
出

発
前
に
臣
下
を
集
め
、
留
守
中
は
ウ
ィ
リ
ア

ム
に
忠
義
を
尽
く
す
よ
う
誓
わ
せ
て
い
た

が
、
い
ざ
同
公
が
亡
く
な
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
を
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
即
座
に
始

ま
っ
た
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
の
後
ろ
盾
と
も
い
え
る
有
力

貴
族
が
次
々
と
殺
さ
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
も
暗

殺
の
危
機
に
常
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
側
近
が
、
熟
睡
中
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
抱

き
か
か
え
、
夜
中
に
居
ど
こ
ろ
を
変
え
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

当
時
、
私
生
児
（
庶
子
）
が
爵
位
を
つ
ぐ

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

正
妻
の
子
（
嫡
子
）
で
は
な
い
と
し
て
、
そ

の
立
場
は
当
然
な
が
ら
弱
か
っ
た
。
ウ
ィ
リ

ア
ム
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
強
く
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
何
よ
り
強

運
が
、
こ
の
過
酷
な
少
年
期
を
乗
り
越
え
さ

せ
た
の
だ
っ
た
。

３　

の
の
し
ら
れ
た
が
結
婚

　

15
歳
の
折
に
ナ
イ
ト
に
叙
さ
れ
、
武
人
と

し
て
タ
イ
ト
ル
上
一
人
前
と
な
っ
た
ウ
ィ
リ

ア
ム
は
、
そ
の
数
年
後
、
初
陣
を
飾
る
。
相

手
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
領
を
ね
ら
う
、
い

と
こ
の
バ
ー
ガ
ン
デ
ィ
公
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
王
ア
ン
リ
１
世
の
助
け
を
借
り
て
勝
利
を

お
さ
め
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、
そ
の
後
の
40
年

間
、
常
に
戦
い
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

20
代
前
半
に
、
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
伯
の
娘
マ

チ
ル
ダ
に
求
婚
。
マ
チ
ル
ダ
は
、
あ
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
と
い
い
、

「（
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
よ
う
な
）
私
生
児
の
も
と

に
嫁
ぐ
く
ら
い
な
ら
、
尼
に
な
る
わ
！
」
と

レ
ッ
ド
大
王
（Alfred the Great

／
在
位

８
７
１
〜
99
）
の
子
孫
エ
ゼ
ル
レ
ッ
ド
２
世

（Ethelred II

／
在
位
９
７
９
〜
１
０
１
３
、

お
よ
び
１
０
１
４
〜
16
）
に
最
初
は
嫁
い

だ
の
だ
が
、
同
王
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
攻
め
入
っ
て
き
た
ク
ヌ
ー

ト
（Canute

／
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
し
て
は

在
位
１
０
１
６
〜
35
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
王
も
兼
任
）
に
破
れ
た
た
め
、
今
度

は
ク
ヌ
ー
ト
の
妻
に
な
り
1
男
１
女
ま
で
も

う
け
た
と
い
う
女
性
だ
。

　

さ
ら
に
、
懺
悔
王
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
王
家
の
血
を
引
き
、
ク
ヌ
ー
ト
と
も

縁
戚
に
あ
た
る
女
性
と
結
婚
。
こ
の
複
雑
な

婚
姻
関
係
が
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
戦
い

の
火
種
と
な
る
。
懺
悔
王
エ
ド
ワ
ー
ド
の
妻

の
弟
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
家

の
血
を
引
く
ハ
ロ
ル
ド
（H

arold

）
が
、
王

座
を
狙
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

懺
悔
王
の
後
継
者
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

ウ
ィ
リ
ア
ム
と
ハ
ロ
ル
ド
。
２
人
の
対
立
は

深
ま
り
、
や
が
て
直
接
対
決
は
回
避
で
き
な

い
状
況
へ
と
進
ん
で
い
く
。    （
後
編
に
続
く
）

１
０
０
０
〜
35
）
で
、
母
親
は
皮
な
め
し

職
人
の
娘
ア
ー
レ
ッ
ト
（Arlette

は
通
称
、

本
名
はH

erleve

ま
た
はH

erleva

）。
通

説
に
よ
る
と
、
２
人
の
出
会
い
の
舞
台
は

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
小
さ
な
村
フ
ァ
レ
ー
ズ

（Falaise

）。
２
人
が
ま
だ
10
代
だ
っ
た
こ

ろ
、
馬
に
乗
っ
て
こ
の
村
を
訪
れ
た
ロ
ベ
ー

ル
１
世
が
、
川
で
洗
濯
を
し
て
い
た
美
し
い

ア
ー
レ
ッ
ト
に
一
目
ぼ
れ
。
す
ぐ
さ
ま
城
に

あ
が
る
よ
う
使
い
を
よ
こ
し
、
ア
ー
レ
ッ
ト

も
、
日
陰
者
の
身
と
し
て
暮
ら
す
の
で
は
な

く
、
２
人
の
仲
を
公
け
の
も
の
と
す
る
な
ら
、

と
の
条
件
を
出
し
て
、
公
爵
の
側
室
に
な
る

こ
と
を
承
諾
し
た
。

　

情
熱
的
な
出
会
い
か
ら
１
年
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
（
フ
ラ
ン
ス
語
名
『
ギ
ヨ
ム
』

Guillaum
e

）
が
生
ま
れ
た
が
、
ア
ー
レ
ッ

ト
の
身
分
は
低
す
ぎ
、
結
婚
は
叶
わ
な
か
っ

た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
後
に
「W

illiam
 the 

Bastard

＝
私
生
児
」
と
政
敵
か
ら
呼
ば
れ

た
の
は
こ
の
た
め
だ
。

　

ア
ー
レ
ッ
ト
は
後
に
あ
る
子
爵
と
結
婚
。

３
人
の
子
を
も
う
け
る
。
こ
の
う
ち
の
ひ

と
り
、
オ
ド
（O

do

）
は
、
バ
イ
ユ
ー
司
教

と
な
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
側
近
と
し
て
活

躍
す
る
。

２　

暗
殺
計
画
か
ら
必
死
で
避
難

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
が
８
歳
の
時
、
大
き
な
試
練

が
彼
を
襲
っ
た
。
父
、
ロ
ベ
ー
ル
１
世
が
、
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